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２
月
定
例
県
議
会
が
２
月
13
日
に

開
会
、
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

２
月
25
日
に
高
田
一
郎
県
議
が
一
般

質
問
に
登
壇
、
次
期
総
合
計
画
特
別
委

員
会
で
は
斉
藤
県
議
が
総
括
質
疑
に
、

予
算
特
別
委
員
会
で
は
千
田
美
津
子

県
議
が
総
括
質
疑
に
立
つ
予
定
で
す
。 

 

２
０
１
９
年
度
県
予
算
案(

総
額
９

３
５
５
億
円
、
う
ち
震
災
対
応
分
２
６

９
４
億
円)

で
は
、
東
日
本
大
震
災
津

波
か
ら
の
復
興
を
最
大
の
課
題
に
、
被

災
者
の
「
命
綱
」
と
な
っ
て
い
る
医
療

費
・
介
護
保
険
利
用
料
等
の
免
除
継
続

に
４
億
９
千
万
円
余
、
被
災
者
の
心
の

ケ
ア
や
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
対
策
に

約
７
億
円
、
災
害
公
営
住
宅
等
で
の
被

災
者
の
中
長
期
的
な
見
守
り
支
援
や

６ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
支
援
に
計
１
３

５
０
万
円
な
ど
を
計
上
。
国
の
追
悼
祈

念
施
設
と
と
も
に
陸
前
高
田
市
に
今

夏
整
備
さ
れ
る
津
波
伝
承
館
の
整
備

に 

高
橋
嘉
行
教
育
長
は
、
教
育
長
演
述

で
「
35
人
学
級
を
来
年
度
か
ら
小
学
校

６
年
生
に
拡
充
す
る
」
と
表
明
。
す
で

に
全
学
年
で
実
施
さ
れ
て
い
る
中
学
校

と
合
わ
せ
、
小
中
学
校
全
学
年
で
35
人

学
級
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
部
活

動 

 

動
指
導
員
配
置
事
業
は
今
年
度
を
上

回
る
予
算
措
置
と
な
り
ま
し
た
。 

 

切
実
な
県
民
要
求
実
現
へ
、
３
人
の

県
議
団
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
お
気
軽
に
お
寄

せ
下
さ
い
。 

さ
せ
る
学
力
テ
ス
ト
は
中
止
す
べ
き

だ
と
求
め
ま
し
た
。 

 

達
増
知
事
は
「
県
民
の
課
題
を
深
く

掘
り
下
げ
、
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
。

担
当
で
検
討
し
、
来
年
度
予
算
に
反
映

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

を
表
し
た
い
」
と
強
調
。
安
倍
暴
走
政

治
か
ら
県
民
の
暮
ら
し
と
福
祉
を
守

り
、
憲
法
と
地
方
自
治
の
立
場
を
貫
く

県
政
運
営
を
期
待
し
た
い
と
語
り
ま

し
た
。 

 

斉
藤
県
議
は
、
被
災
し
た
子
ど
も
の

心
の
ケ
ア
を
続
け
、
災
害
公
営
住
宅
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
確
立
へ
入
居
者
名

簿
を
提
供
し
て
ほ
し
い
と
要
望
。
サ

ケ･

や 

 

12
月
28
日
、
達
増
拓
也
知
事
に
対

し
、
２
０
１
９
年
度
岩
手
県
予
算
に
関

す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
申
し

入
れ
は
、「
東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

の
復
興
」「
福
祉
と
防
災
の
新
た
な
県

政
め
ざ
し
て
」
の
二
部
構
成
で
す
。 

 

菅
原
則
勝
党
県
委
員
長
は
、
全
国
的

に
災
害
が
続
出
す
る
な
か
「
復
興
に
力

を
尽
く
し
て
き
た
達
増
県
政
に
敬
意

を
表
し
ま
す
」
と
強
調
。 

運
営
に
４
億
円
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、

８
月
か
ら
現
物
給
付

が
小
学
校
卒
業
ま
で

拡
充
さ
れ
ま
す
。 

 

社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
児
童
虐
待
対

策
と
し
て
、
児
童
福

祉
司
を
５
名
、
児
童

心
理
司
を
２
名
増
員

し
、
老
朽
化
し
て
い

る
宮
古
児
童
相
談
所

の
新
築
整
備
に
向
け

た
予
算
も
措
置
さ
れ

ま
し
た
。 

２月２５日：高田一郎県議が一般質問 
(３人目の登壇、午後４時ごろ） 

●２月２０～２６日／代表質問・一般質問 
●２月２７日／各常任委員会 
●２月２８日／本会議 
●３月１・４日／次期総合計画特別委員会 
●３月５～１８日／予算特別委員会 
●３月１９日／各常任委員会 
●３月２５日／最終本会議 

達増知事(左)に申し入れる党県員会と県議団（１２月２８日） 

○被災者の医療費・介護保険利用料等の免除⇒計４億９千万円 

○被災者の心のケア・子どもの心のケア対策事業⇒計７億円 

○被災者見守り支援事業⇒６３０万円 

○災害公営住宅コミュニティ形成支援事業⇒７２０万円 

○いわての学び希望基金事業⇒計８億９千万円 

○東日本大震災津波伝承館の整備・運営⇒計４億円 

○子どもの医療費助成の現物給付を小学生まで拡充することに

伴う国のペナルティーの県負担分⇒３７３万円（５ヶ月分） 

○児童虐待の防止や早期対応へ児童福祉司・児童心理司の増員や

宮古児童相談所の新築整備に向けた詳細設計⇒計８千万円 

○台風１０号災害の復旧（河川改修事業等）⇒計６２億円 

○部活動指導員配置事業⇒４６００万円 

●日 時：３月２４日（日）午後１時～ 

●会 場：シーパル大船渡 

 

ケ･

サ
ン
マ･

ス
ル
メ
イ
カ
の

大
不
漁
と
原
材
料
費
高
騰
へ

の
支
援
を
行
い
、
避
難
所
改

善
な
ど
大
震
災
津
波
の
教
訓

を
生
か
し
た
災
害
対
策
の
強

化
を
は
か
る
べ
き
だ
と
指
摘

し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生

ま
で
の
医
療
費
助
成
の
現
物

給
付
化
を
実
施
し
、
国
保
税

の
引
き
下
げ
と
滞
納
者
へ
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
見
直
し
を
進

め
て
ほ
し
い
と
提
起
。
学
校

教
育
と
部
活
動
で
暴
力
行
為

を
根
絶
し
て
、
競
争
を
激
化

さ
せ
る 
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【
1
月
】 

1
日 

新
春
元
旦
宣
伝 

3
日 

県
革
新
懇
新
春
リ
レ
ー
ト
ー
ク
・ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ 

4
日 

新
春
県
庁
前
街
頭
宣
伝
、
日
本
共
産
党
新

春
の
つ
ど
い 

5
日 

盛
岡
市
中
央
卸
売
市
場
初
市
式
、
い
わ
て

労
連
・春
闘
共
闘
旗
開
き 

6
日 

14
分
団
・６
分
団
・３
分
団
の
出
初
め
式

後
の
新
年
会 

7
日 

城
南
地
区
３
世
代
交
流
餅
つ
き
大
会
、
盛

岡
商
工
会
議
所
新
年
交
賀
会 

9
日 

県
議
会
商
工
文
教
委
員
会 

10
日 

防
災
・減
災
調
査
特
別
委
員
会
、
県
政
調

査
会 

11
日 

復
興
特
別
委
員
会
、
議
会
改
革
推
進
委
員

会
、
建
設
業
協
会
盛
岡
支
部
新
年
交
賀
会
、

上
野
善
晴
県
政
顧
問
を
囲
む
会 

12
日 

民
医
連
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い
、
県
医
師

会
歯
科
医
師
会
新
年
交
賀
会
、
大
船
渡
高

校
同
窓
会
盛
岡
支
部
総
会
・懇
親
会 

13
日 

八
日
町
新
春
餅
つ
き
・新
年
会
、
新
庄
３

町
内
会
新
年
交
賀
会 

16
日 

盛
岡
市
町
内
会
連
合
会
新
年
交
賀
会 

18
日 

県
医
労
新
春
旗
開
き 

19
日 

盛
岡
民
商
新
春
の
つ
ど
い 

20
日 

農
民
運
動
岩
手
県
連
合
会
定
期
大
会
、
庄

子
地
域
後
援
会
新
春
の
つ
ど
い 

22
～
24
日 

防
災
・減
災
特
別
委
員
会
全
国
調

査
（宮
崎
県
・鹿
児
島
県
） 

25
日 

第
10
回
野
党
共
闘
調
整
会
議
、
社
会
福

祉
労
組
新
春
旗
開
き 

26
日 

こ
ぶ
し
の
会
新
春
の
つ
ど
い
、
医
労
連
中

央
委
員
会
・新
春
旗
開
き 

27
日 

い
わ
て
労
連
評
議
員
会
、
盛
岡
地
区
党
会

議
、
城
東
地
区
９
条
の
会 

28
日 

高
校
再
編
盛
岡
ブ
ロ
ッ
ク
検
討
会
議
、
第

11
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

29
日 

復
興
県
民
会
議 

30
日 

次
期
総
合
計
画
最
終
案
に
つ
い
て
説
明
受

け
る
、
労
働
者
後
援
会
総
会
・懇
親
会 

31
日 

「子
ど
も
の
貧
困
と
協
同
組
合
」講
演
会 

【
2
月
】 

1
日 

県
議
団
の
一
関
調
査
（一
関
市
教
委
・保
健

福
祉
部
、
一
関
工
業
、
障
が
い
者
施
設
）、

第
12
回
野
党
共
闘
調
整
会
議 

2
日 

斎
藤
貴
男
「消
費
税
講
演
会
」 

3
日 

松
園
後
援
会
新
春
餅
つ
き
大
会 

6
日 

議
運
、
議
案
説
明
会
，
第
13
回
野
党
共

闘
調
整
会
議 

7
日 

全
県
地
方
議
員
研
修
会 

8
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

9
日 

第
13
回
（継
続
）野
党
共
闘
調
整
会
議 

10
日 

第
27
回
党
大
会
第
３
回
岩
手
県
党
会
議 

11
日 

建
国
記
念
日
を
考
え
る
つ
ど
い
、
第
２
回

大
規
模
災
害
公
営
住
宅
自
治
会
交
流
会 

12
日 

議
運
、
自
然
保
護
議
員
連
盟 

13
日 

２
月
定
例
県
議
会
開
会
（～
３
月
25
日
） 

一関工業高校を訪問し藤原校長から県内就職率向上の取
り組みについて聞く県議団（２月１日） 

 

２
月
１
日
、
県
議
団
で

一
関
市
の
教
育
・
子
育
て

支
援
、
県
内
就
職
等
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。 

小
菅
教
育
長
ら
か
ら
、

一
関
市
の
特
別
支
援
教

育
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。 

助
制
度
（
平
成
29
年

度
４
５
８
人
、
８･

17
％
）
に
つ
い
て
、

制
度
の
周
知
に
努
め

て
い
る
が
、
「
制
度
を

知
ら
な
か
っ
た
」
「
周

囲
の
目
が
気
に
な
る
」

な
ど
の
理
由
で
制
度

を
利
用
し
て
な
い
家

庭
が
あ
る
と
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。 

 

児
童
虐
待
対
策
の

取
り
組
み
で
は
、
平
成

29
年
度
の
虐
待
相
談

受
付
が
38
件
、
児
相

の
虐
待 

 

受
け
ま
し
た
。 

 

一
関
市
で
は
全
国
を
上
回
る
ペ
ー

ス
で
特
別
支
援
学
級
在
籍
児
童
が
増

え
、
市
独
自
に
「
特
別
支
援
教
育
推
進

事
業
」
を
実
施
。
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
や
専
門
家
チ
ー
ム

相
談
会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
子
ど
も
の
貧
困
対
策
で
は
、
就
学
援

助
制
度 

０
社
の
う
ち
県
内
は
６
３
０
社
で
、

県
内
就
職
率
は
、
昨
年
の
35
％
か
ら

46
％
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
昨
年

11
月
に
は
「
地
元
企
業
を
知
る
！
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
生
徒
と
保
護

者
１
３
２
人
が
参
加
。
２
年
生
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
５
日
間
、
管
内

企
業
の
協
力
で
実
施
し
て
い
る
こ
と

も
紹
介
し
、
県
内
就
職
率
60
％
を
め

ざ
し
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

対
応
の
ケ
ー
ス
は
13
人
で
、
延
べ

対
応
件
数
は
２
５
７
件
で
す
。
一
関

児
童
相
談
所
と
の
連
携
が
う
ま
く

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

一
関
工
業
高
校
で
は
藤
原
校
長

と
懇
談
し
ま
し
た
。
求
人
は
１
８
０

０ 

前
高
田
市
の
栃
ヶ
沢
災
害
公
営
住
宅

で
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

共
通
し
て
出
さ
れ
た
の
は
、
住
民

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
確
立
の
た
め

に
「
声
か
け
が
大
事
」「
若
い
人
も
決

め
ら
れ
れ
ば
ル
ー
ル
に
は
従
っ
て
や

る
」
と
の
声
で
し
た
。
全
体
交
流
会

で
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
自
治
会
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。 

グループに分かれて意見交換する参加者の

みなさん（２月１１日） 

２月３日、震災後２度目の陸前高田市長選挙

が投開票され、党派を超えた市民団体「あたら

しい陸前高田市をつくる市民の声」の戸羽太市

長が、大激戦の末に元県職員の新人を５票差で

制し、3選を果たしました。 

戸羽市長は、最後の一人まで被災者を支援し

復興をやり遂げ、震災後に市民がつらい思いを

したからこそ「優しさと笑顔のまちを」と訴え

ました。 

 

１
月
10
日
、
県
議
会
県
政
調
査
会

で
、
山
田
正
彦
さ
ん
（
元
農
水
大
臣
・

弁
護
士
）
が
「
種
子
法
廃
止
と
こ
れ
か

ら
の
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
」講
演
し

ま
し
た
。 

講演する山田元農水大臣（１月１０日） 

山
田
氏
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
沿
っ

て
国
内
法
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る

と
述
べ
、
主
要
農
産
物
種
子
法
の
廃

止
や
漁
業
法
改
定
な
ど
が
強
行
さ
れ

て
い
る
と
指
摘
。
種
子
法
に
よ
っ
て

地
域
に
合
っ
た
多
様
な
品
種(

コ
メ

だ
け
で
３
百
種)

を
提
供
で
き
た
が
、

廃
止
に
よ
り
銘
柄
を
集
約
し
大
企
業

の
た
め
に
数
種
に
絞
ら
れ
、
種
子
の

高
騰
や
食
糧
安
全
保
障
の
危
機
に
つ

な
が
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

県
レ
ベ
ル
で
の
条
例
制
定
が
広
が
れ

ば
、
種
子
は
守
る
こ
と
が
で
き
る
と

強
調
し
ま
し
た
。 

 

２
月
11
日
、
第
２
回
大
規
模
災

害
公
営
住
宅
自
治
会
交
流
会
が
、
陸

前
高
田
市 

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
若
い
世
代
や
役
員
自

身
が
収
入
超
過
者
で
『
退
去
勧
告
』

を
受
け
て
い
る
」、「
被
災
し
た
親
が

入
居
名
義
人
で
、
面
倒
を
見
る
た
め

に
帰
郷
し
た
息
子･

娘
が
、
親
が
亡
く

な
っ
た
た
め
に
退
去
を
迫
ら
れ
た
」

な
ど
の
切
実
な
声
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
県
の
小
野
寺
住
宅
課
長
は
「
入

居
名
義
人
の
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合

の
対
応
は
、
運
用
の
問
題
で
あ
り
、

改
善
に
向
け
て
市
町
村
と
協
議
し
て

い
る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

２
月
２
日
、
「
10
％
ス
ト
ッ

プ
！
ネ
ッ
ト
い
わ
て(

仮)

」
結
成

準
備
会
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

斎
藤
貴
男
氏
を
迎
え
た
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。 

講演する斎藤貴男氏（２月２日） 

三選が決まりバンザイする戸羽市長（２月３日） 

・ ３月１３日（水）午後６時～ 

・４月１０日（水）午後６時～ 

予約電話番号:６５１－５８８１ 


